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요약
　이 글은 국가가 주도하는 문화정책과 제도적 법률과의 관계를 통해 
우리나라의 박물관이 역사적으로 어떻게 변모해왔는지 그 양상과 의미
를 밝히는데 목적이 있다.
　문화체육관광부가 발표한 『2018 전국문화기반시설총람』을 보면 공
립박물관은 총 349 관 있는 것으로 확인된다. 박물관 및 미술관 진흥
법 제 3 조에 따르면 공립박물관은 지방자치단체가 설립・운영의 주체
이며 이는 공립박물관이 지역과 밀접한 관련을 갖는 문화시설임을 뜻
한다. 이러한 지역성을 특징으로 하는 공립박물관이 실제로 지역사회
와 깊이 연동되어 설립・운영되고 있는지 확인하는 작업은 중요하다고 
할 수 있다.
　이 글에서는 우선 박물관의 제도적 틀이라고 할 수 있는 박물관 및 
미술관 진흥법을 그 이전의 박물관법과 비교하면서 특질을 도출하고자 
하였다. 그리고 박물관법과의 비교 뿐만 아니라 이 법의 개정 내용에 
대한 검토를 통해 그 변화내용 또한 살펴보았다. 다음으로 일제강점기 
이후 박정희정권까지 한국의 박물관이 어떤 특징을 가지고 있었는지 
밝혀내고자 했다. 마지막으로 전두환정권부터 현재에 이르기까지 당시
의 문화정책 속에서 박물관이 어떠한 의미를 부여받았는지 고찰하였
다. 여기서 특히 주목한 것은 ‘문화향수（권）’ 이라는 이미 우리나라 
문화정책에서 그 자리를 굳히고 있는 핵심개념이 언제 어떻게 등장하
게 되었는지이며 이 개념과의 관계 속에서 박물관은 어떻게 기능하도
록 기대되었는지 검토하였다. 또 우리나라가 지방분권 시대에 진입함
과 동시에 각 지방사회가 경험하게 되는 경제적 난관을 문화 및 문화시
설의 관광산업화를 통해 해결하고자 했음을 지적했다.
　우리나라 공립박물관은 표면적인 민주주의 이념과 경제논리 속에서 
韓国における博物館の変容と文化政策
金　　 賢　 貞
The Transformation of Museums and Cultural Policies in South Korea
Hyeon-Jeong KIM
38
양적 확대가 추진되었다. 진정으로 지역사회에 공헌할 수 있는 문화시






















『2018 全国文化基盤施設総覧』によると、韓国には 873 館の博物館がある
（2018 年 1 月 1 日現在）。これらは設立・運営の主体によって分類され、「国
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「博物館の大衆化」［伊藤 2007（1993）: 
135、傍点は筆者・以下同］を示すと推察されるからである。
　韓国の「博物館及び美術館振興法」（法律第 15817 号）第 3 条によると、
公立博物館は「地方自治団体

































く存在してきたことを考え合わせると［Cameron 1971; 岩渕 1995; Bennett 













再現」（the representation of the past）［Walsh 1992］の問題などが批判的に
検討された［이동기 2011; 김영훈 2016］。他にも、アメリカやイギリス等の
博物館研究の影響を著しく受けたプラクティカルな研究、つまり、来館者
の特性やニーズを考慮した博物館づくり論・博物館コミュニケーション論
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ならない





















（第 11 条）と定めたが、博美法では「年間 90 日以上
44 4 4 4
開放し、1 日の開放時
間は 4 時間以上でなければなら」ず（1992 年制定の「博物館及び美術館振興
法施行規則」第 8 条）、「2 ヶ月以上























































　以上のような特色を備えて成立した博美法は、2019 年 3 月現在、他法
の改正による 14 回の改正を除き、全 14 回の改正がなされている。このう
ち枢要なのが 1999 年の全部改正（法律第 5928 号）である。その要点は、
次の 8 つにまとめられよう。
　①「文化享受




えられたこと（第 3 条）、③博美法の施行令の一部改正（大統領令第 14885 号、


























体長に移譲した（法律第 6904 号第 16 条第 1 項など、2003 年一部改正）。つま




　博美法は、2007 年の一部改正（法律第 8556 号）によって博物館の「教























































































年 11 月 17 日から 56 年 2 月 6 日まで全 59 回連載した「世界一周写真行脚」
と題した記事がある。これは『韓国画報』（Pictorial Korea）を刊行した国
際報道連盟の代表・宋政勲がヨーロッパなどを回りながら撮影した写真を
中心に自らの感想を綴ったものである。ほかにも、「ヨーロッパ一週   工
芸美術と観光事業」（『京郷新聞』61. 8. 23、4 面
15）
）、「米国   工芸博物館と美





　1956 年 3 月 23 日付の『東亜日報』に「誤った紹介をされた韓国人」（3
面）という見出しの記事が、ある写真とともに大きく掲載された。その記
事によると、米国務省の招待でアメリカを視察した韓国の国会議員の閔寛
植が「シカゴ自然史博物館」（Chicago Natural History Museum、現在は Field 
Museum of Natural History）の人種（racial types）に関する展示室で「韓









































　さらに、次の新聞記事も示唆的である。1961 年 9 月 8 日付の『京郷新

















　大統領に就任した朴正熙は、1964 年 1 月 10 日の国会で発表した年頭教
書の中で「祖国の近代化
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と民族中興
4 4 4 4
を誓う挙国的革新運動の精神的な支え
4 4 4 4 4 4
となるべき文教行政は（中略）民族魂の鼓吹























（法律第 2337 号）が制定され［정갑영 1993: 94］、これに基づき韓国最初の
総合的文化政策といえる「第 1 次文芸中興 5 ヶ年計画」が策定された。同
計画における具体的な事業は「伝統文化の開発」「芸術振興」「大衆文化の
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1980 年代までに開館した公立博物館は 17 館あり、90 年代 42 館、2000 年




1970 年代以前 1980 年代 1990 年代 2000 年代 2010 年代 計
ソウル 2 6 6 14
釜山 1 1 2 3 4 11
大邱 2 1 3 6
仁川 1 5 9 15
光州 1 1 1 3
大田 1 1 3 5
蔚山 4 3 7
世宗 1 1 2
京畿道 2 30 18 50
江原道 6 31 10 47
忠清北道 1 1 5 11 5 23
忠清南道 1 2 13 10 26
全羅北道 1 17 7 25
全羅南道 1 4 13 14 32
慶尚北道 1 2 6 13 15 37
慶尚南道 2 1 6 19 11 39
済州 1（70～80年代） 1 3 6 2 13









































































で「国民の文化享受権の伸長」（『京郷新聞』82. 12. 24、1 面）、「国民の文化
享受権の拡大」（『京郷新聞』83. 2. 16、1 面）、「地方住民の文化享受権を大
きく伸ばす」（『毎日経済新聞』84. 2. 4、11 面）、「階層別・地域別に文化芸




1 つは、「文化オリンピック」（『毎日経済新聞』82. 3. 20、9 面）を目指した
1988 年「ソウルオリンピック」の開催である。「韓民族の優秀性」を「世
界に誇示できる機会」（『京郷新聞』82. 12. 25、2 面）とされたソウルオリン
ピックの開催は、「文化国家」「文化民族」「文化韓国」というレトリックを生
み出した。実際、1984 年博物館法の制定の背景にも「文化国家
4 4 4 4
の我が国
がいまだ博物館法を制定できずにいるのは『文化民族
4 4 4 4
の羞恥』」（『東亜日
報』82. 2. 5、6 面）であるとか、「『文化韓国
4 4 4 4
』の象徴」である「博物館」
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分かち合う
4 4 4 4 4
という『文化享受権
4 4 4 4 4
』とそれ（文化）を自由に創造できる『文
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」「地域文化の活性化









ンギョレ新聞』90. 7. 5、9 面）。つまり、文化享受の拡大と地域文化の活性
化を図るための地域基盤施設として博物館を韓国の全ての地方に分け隔て













重点的な支援策を講ずると発表され（『毎日経済新聞』93. 3. 10、12 面）、約
2 年後の 1995 年に博美法の施行令の改正によって遺物館・史料館・展示
館・資料館が第 2 種博物館として博美法の対象に加えられた。この翌年か
らは公立博物館の総建設費の 3 割を国庫から支出する助成事業が始まり、










領令第 14442 号）した。さらに、1999 年には「文化的要素が物質化し経済
的付加価値を創出する有・無形の財貨とサービス及びこれらの複合体」で
ある「文化商品」の「生産・流通・消費」に関わる「文化産業」の支援・





































政権（1998～2003）が 1998 年に発表した「国民の政府   新文化









大のために 2002 年まで 300 館、2011 年までには 500 館の博物館を設置





















見 る と、1997 年 20 億、1998 年 80 億、1999 年 130 億、2000 年 228 億、
2001 年 164 億、2002 年 191 億、2003 年 198 億 5000 万、2004 年 260 億
44）
、
2005 年 147 億 9000 万、2006 年 81 億 6000 万
45）
、2007 年 114 億 9600 万、
2008 年 97 億 8500 万、2009 年 159 億 8000 万、2010 年 202 億 5900 万、
2011 年 165 億 4500 万、2012 年 118 億 6600 万、2013 年 106 億 8600 万、
2014 年 121 億 7800 万、2015 年 93 億 9000 万、2016 年 153 億
46）
の規模であり、































































事『KBS ニュース』10. 11. 18）のように、メディアから厳しく批判される





































































移され、1919 年以降日本美術の殿堂として機能［이난영 1999: 80; 최종호 
2008: 137］した石造殿（東館）と一緒に「李王家美術館」（1938）と名づけら
れた。これを機に李王家博物館は 1938 年に閉館する［정준모 2003、頁数不













亜日報』56. 3. 26、3 面）。
17）　「間違った韓国紹介　国会で政府に是正建議」『東亜日報』56. 3. 28、3 面。
18）　「米博物館が進んで取り除く」『東亜日報』56. 3. 28、3 面。




21）　「朴大統領年頭教書全文」『東亜日報』64. 1. 10、3 面。
22）　「7.13 公約実践要綱発表」『東亜日報』65. 8. 6、2 面；「総合博物館　5 年以
内に景福宮に」『京郷新聞』65. 12. 7、3 面。
23）　「社説　民族文化『センター』は必要か」『東亜日報』66. 3. 21、2 面。
24）　『行政安全部国家記録院ウェブサイト』（韓国語）〈http://www.archives.
go.kr/next/viewMain.do〉最終閲覧 2019 年 3 月 1 日。
25）　「世宗」は朝鮮王朝の第 4 代王であり、韓国語のハングルを創製した人物で
もある。
26）　「順調な滑り出し　中芸中興」『京郷新聞』74. 7. 31、5 面。
27）　注 26。
28）　「主体意識を高める　国史教育の強化案を用意」『京郷新聞』72. 7. 5、7 面。
29）　『行政安全部国家記録院ウェブサイト』最終閲覧 2019 年 3 月 1 日。
30）　注 8。
31）　「済州」の行政区域は 2006 年に「済州道」から「済州自治道」に変更された。
32）　「恵沢均霑の文化的福祉の実現」『京郷新聞』81. 6. 23、1 面。
33）　「享有」と「享受」は、当時から特に区別することなく代替できる用語とし
て使われてきた。
34）　大韓民国政府 1983「第 5 次経済社会発展 5 ヶ年計画修正計画 1984～1986」
（『行政安全部国家記録院ウェブサイト』最終閲覧 2019 年 3 月 2 日）、111 頁。
35）　文化部、刊行年度不明『文化発展 10 ヶ年計画　基本概念』、6 頁（『行政安
全部国家記録院ウェブサイト』最終閲覧 2019 年 3 月 2 日）。
36）　注 35、ⅰ頁。
37）　「道」は、韓国の広域地方自治団体の単位である。





5 日授業」の実施（第 45 条）が実現できるようになった［권동택 2011: 5］。
さらに、金大中政権の公約のひとつであった「週 5 日勤務制」が、同年 2 月
の「第 1 期労社政委員会」で設置合意した「勤労時間短縮特別委員会」での






の模索、「週 5 日勤務とソフト産業の変化」［삼성경제연구소 2002］といった
研究が示すように、観光産業において新たなニーズが生まれると見込まれて
いた。また、韓国の 1 人当たりの国民総所得（GNI）が 2000 年以降 1 万ドル
を超え（1995～97 年を含む）、着実に増え続けたことも観光産業の重視に拍
車をかけた（『KOSIS 国家統計ポータル』（韓国語）〈http://kosis.kr/index/
index.do〉最終閲覧 2019 年 3 月 2 日）。
41）　文化観光部 1998『国民の政府　新文化観光政策』、序文（頁数無）～7 頁
（『行政安全部国家記録院ウェブサイト』最終閲覧 2019 年 3 月 2 日）。
42）　注 41、16 頁。
43）　文化観光部 2005『2004 文化政策白書』、196 頁。
44）　以上は、注 43、193 頁。
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2 西大門刑務所歴史館 1998.11.05 2005.05.12
3 ソウル歴史博物館 2002.05.21 2008.03.19
4 西大門自然史博物館 2003.07.10 2007.05.29
5 許浚博物館 2005.03.23 2008.09.26
6 清渓川博物館 2005.09.26 2017.11.29
7 ソウル薬令市韓医薬博物館 2006.09.13 2011.11.14
8 水道博物館 2008.04.24 2013.07.15
9 高羲東美術資料館 2012 2013.07.15
10 漢城百濟博物館 2012.04.30 2014.08.18
11 孫基禎記念館 2012.10.14 2015.10.07
12 ソウル子ども博物館 2013.05.02 1992.12.21
13 恩平歴史韓屋博物館 2014.10.07 2012.10.10









16 臨時首都記念館 1984.06.25 ―
17 釜山海洋自然史博物館 1994.06.10 2006.03.30
18 福泉博物館 1996.10.05 ―
19 東三洞貝塚展示館 2002.04.24 ―
20 釜山近代歴史館 2003.07.03 2015.12.21
21 釜山漁村民俗館 2007.02.23 2016.03.14
22 釜山市民公園歴史館 2014.05.01 2017.08.23
23 鼎冠博物館 2015.01.26 2011.12.12
24 沙上生活史博物館 2016.05.06 2008.02.26




27 大邱郷土歴史館 1997.10.01 2012.12.31








29 大邱大邱近代歴史館 2011.01.24 1995.12.29
30 国債報償運動記念館 2011.10.05 2006.01.10




33 水道局山タルドンネ博物館 2005.10.25 2008.06.26
34 仁川開港場近代建築展示館＊ 2006.09.27 2009.03.02
35 富平歴史博物館 2007.03.29 2013.02.06
36 韓国移民史博物館 2008.06.13 2010.10.19
37 黔丹先史博物館 2008.11.27 2012.02.29
38 仁川開港博物館 2010.10.02 2016.12.27
39 江華歴史博物館 2010.10.23 2012.12.31
40 緑青磁博物館 2010.11.19 2014.03.19
41 炸醤麺博物館 2012.04.28 2015.06.01
42 蘇萊歴史館 2012.06.29 2015.12.04
43 韓国近代文学館 2014.03.19 2017.12.07
44 江華戦争博物館 2015.04.17 1992.11.23
45 江華自然史博物館 2015.11.06 2009.11.12
46 永宗歴史館 2018.04.12 2010.12.21
47 光州市立民俗博物館 1987.11.01 1992.11.23
48 南道郷土料理博物館 2007.02.26 2007.03.23




51 大田先史博物館 2007.03.29 ―
52 韓国族譜博物館 2010.04.17 2007.07.14
53 大田市立博物館 2012.10.16 2010.04.19




56 蔚山岩刻画博物館 2008.05.30 2013.09.26
57 蔚山大谷博物館 2009.06.24 2010.04.19
58 蔚山甕器博物館 2009.11.01 2013.08.01
59 ウェソル記念館 2010.03.23 2014.01.06
60 蔚山博物館 2011.06.22 ―




63 世宗市立民俗博物館 2012.10.23 2004.09.06
64 京畿道博物館 1996.06.21 2017.12.01




67 明聖皇后記念館 2000.11.17 2003.02.26
68 堤岩里 3・1 運動殉国記念館 2001.03.01 2008.07.16
69 利川世界陶磁センター 2001.08.10 2013.06.12
70 京畿陶磁博物館 2001.08.11 2004.10.12








安城 3・1 運動記念館 2001.11.17 2003.10.08
73 自由守護平和博物館 2002.05.20 2003.06.23
74 利川市立博物館 2002.05.24 2003.11.21
75 星湖記念館 2002.05.25 2003.10.08
76 アンソンマッチュム（安城定做）博物館 2002.08.01 2004.04.30
77 富川教育博物館 2003.04.29 2005.11.09
78 ヨーロッパ磁器博物館 2003.05.26 2007.05.31
79 河南歴史博物館 2004.06.04 2008.08.06
80 富川寿石博物館 2004.10.16 2007.02.16
81 富川弓博物館 2004.12.14 2014.11.25
82 安山郷土史博物館 2005.12.16 2008.03.24
83 安山漁村民俗博物館 2006.03.10 2010.02.05
84 安養博物館 2006.04.21 2003.02.26
85 富川パールバック記念館 2006.09.30 2008.12.30
86 義王郷土資料館 2007.05.31 2008.04.08
87 京畿陶磁博物館 2007.08.11 2008.12.16
88 楊平親環境農業博物館 2007.10.27 2010.07.06
89 崔容信記念館 2007.11.20 2009.05.19
90 水原博物館 2008.10.01 2013.06.13
91 洗美苑蓮花博物館 2009.01.02 2009.12.09
92 水原華城博物館 2009.04.27 2009.12.30
93 黄順元文学館 2009.06.13 2010.05.10
94 実学博物館 2009.10.23 2011.04.14
95 龍仁文化遺跡展示館 2009.11.13 2011.03.13
96 南陽州歴史博物館 2010.04.27 2012.04.23
97 全谷先史博物館 2011.04.25 2012.01.09
98 華城市郷土博物館 2011.05.03 2011.07.28
99 南陽州オーガニック博物館 2011.09.26 2012.10.09
100 京畿道子ども博物館 2011.09.26 2011.12.07
101 楊平昆虫博物館 2011.11.18 2012.03.15
102 夢陽記念館 2011.11.27 2013.02.04
103 富川甕器博物館 2011.12.15 2013.08.07
104 高句麗鍛冶屋村 2012.10.19 2013.10.01
105 板橋博物館 2013.04.02 2014.10.14
106 UN 軍初戦記念館 2013.04.23 2006.04.21
107 秋史博物館 2013.06.03 2017.07.04
108 水原光教博物館 2014.03.07 2016.08.25
109 金重業建築博物館 2014.03.28 2016.07.27
110 抱川歴史文化館 2015.07.06 2016.11.30
111 驪州フォーン博物館 2016.04.26 1993.07.21
112 東豆川市京畿北部子ども博物館 2016.05.04 1997.06.04










115 太白石炭博物館 1997.05.27 ―
116 華津浦歴史安保展示館 1997.07.15 ―
117 楊口先史博物館 1997.10.20 2000.08.12
118 パルラン民俗館 1998.12.08 2012.12.31
119 黄永祖記念公園 1999.08.09 2012.12.28
120 三陟市立博物館 2000.03.29 ―
121 原州歴史博物館 2000.11.14 2012.12.28
122 星マロ天文台 2001.10.13 ―
123 江陵行政歴史館 2001.12.17 2012.03.29
124 端宗歴史館 2002.04.05 ―
125 漁村民俗展示館 2002.07.10 ―
126 江原道森林博物館 2002.10.31 2004.08.24
127 淡水魚展示館 2003.07.05 2006.05.24
128 洪川郷土史料館 2003.08.13 2012.12.28
129 アニメーション博物館 2003.10.01 2004.09.02
130 麟蹄山村民俗博物館 2003.10.08 ―
131 蘭皐金サッカ文学館 2003.10.11 ―
132 大關嶺博物館 2003.11.28 2006.01.17
133 旌善郷土博物館 2004.07.16 2006.05.24
134 華津浦海洋博物館 2004.07.20 ―
135 東江写真博物館 2005.07.23 ―
136 束草市立博物館 2005.11.04 2015.01.29
137 破虜湖安保展示館 2006.01.02 2007.01.09
138 森を愛する広報館 2006.02.23 ―
139 華川博物館 2006.03.28 ―
140 楊口白磁博物館 2006.06.27 ―
141 春川マックッス体験博物館 2006.08.30 ―
142 許筠・許蘭雪軒記念館 2007.02.01 2007.06.29
143 6.25 戦争体験展示館 2007.06.25 ―
144 金時習記念館 2007.06.25 ―
145 襄陽郡鰲山里先史遺跡博物館 2007.07.26 2009.07.07
146 マリソリゴル楽器博物館 2007.10.29 2010.02.03
147 越南派兵勇士出会いの場 2008.10.23 2012.12.28
148 DMZ 博物館 2009.08.14 2012.12.28
149 寧越洞窟生態館 2009.09.04 2010.12.07
150 江原道炭鉱文化村 2009.10.20 2015.11.23
151 東江生態情報センター 2010.08.25 2013.07.24
152 太白古生代自然史博物館 2010.10.27 ―
153 楊口人文学博物館 2012.12.01 2015.11.23
154 如初書芸館 2013.06.05 2014.12.02









157 韓国詩集博物館 2014.10.03 2017.12.27
158 スルセム博物館 2014.11.11 ―
159 ラジオスター博物館 2015.08.14 1990.11.03




162 忠州博物館 1986.11.25 ―
163 清州古印刷博物館 1992.03.17 ―
164 郷土民俗資料展示館 1994.04.20 ―
165 永同郷土民俗資料展示館 1994.06.18 2001.07.28
166 報恩郷土民俗資料展示館 1995.10.21 ―
167 沃川郷土展示館 1996.05.01 ―
168 蘭渓国楽博物館 2000.09.23 ―
169 忠清北道農業科学館 2001.05.10 2002.03.12
170 堤川義兵展示館 2001.10.26 ―
171 堤川遺物展示館 2001.10.26 2005.12.28
172 清州百濟遺物展示館 2001.11.29 2012.02.01
173 忠州果樹科学館 2003.11.08 ―
174 鎮川鐘博物館 2005.09.22 ―
175 早洞里先史遺跡博物館 2005.11.09 ―
176 忠北教育博物館 2006.07.14 2012.12.20
177 丹陽垂楊介先史遺物展示館 2006.07.25 ―
178 ソルヒャン公園松の木展示館 2007.04.05 2012.12.20
179 曽坪民俗体験博物館 2010.06.12 ―
180 堤川国際発酵博物館 2010.08.01 ―
181 忠州世界武術博物館 2011.07.08 ―
182 韓紙体験博物館 2013.01.01 1995.05.16




185 保寧石炭博物館 1995.05.18 2008.05.02
186 錦山人参館 1998.04.18 ―
187 尹奉吉義士記念館 2001.12.21 ―
188 古南貝塚博物館 2002.04.03 ―
189 柳寛順烈士記念館 2003.04.01 ―
190 宋山里古墳群模型展示館 2003.05.15 2008.05.12
191 結城農謡農事博物館 2004.03.03 2008.05.02
192 外巌民俗館 2004.10.22 2010.07.06
193 百濟軍事博物館 2005.03.07 2006.02.09
194 合徳水利民俗博物館 2005.10.26 2011.01.11
195 百濟歴史文化館 2006.03.16 2008.05.02
196 石壮里博物館 2006.09.26 2008.12.03











199 天安博物館 2008.09.22 2011.07.01
200 石吾李東寧記念館 2010.02.23 2012.11.26
201 機池市綱引き博物館 2011.04.08 ―
202 洪州城歴史館 2011.05.06 2013.11.11
203 霊仁山山林博物館 2012.05.12 ―
204 江景歴史館＊ 2012.09.04 ―
205 保寧博物館 2013.11.29 ―
206 天安興打令館 2014.04.03 2018.01.16
207 沈薫記念館 2014.09.16 2006.12.15
208 百濟文化体験博物館 2016.10.28 2005.04.28




211 高敞パンソリ博物館 2001.06.25 2002.10.15
212 全北森林博物館 2002.03.25 2008.08.19
213 宝石博物館 2002.05.22 ―
214 全州歴史博物館 2002.05.24 ―
215 全州伝統酒博物館 2002.06.12 2006.11.01
216 新平面生活史博物館 2002.12.24 2012.02.08
217 笠店里古墳展示館 2004.04.21 ―
218 南原郷土博物館 2004.05.01 ―
219 東学農民革命記念館 2004.05.11 2012.07.05
220 鷗波白貞基義士記念館 2004.06.05 2017.03.20
221 古阜遺物展示館 2005.12.31 2013.01.03
222 鎮安歴史博物館 2006.06.21 2013.01.04
223 茂朱昆虫博物館 2007.05.05 ―
224 淳昌醤類博物館 2007.11.01 2018.02.15
225 馬韓博物館 2008.04.15 2011.02.23
226 高敞支石墓博物館 2008.09.25 2011.04.26
227 王宮里遺跡展示館 2008.12.23 2011.06.01
228 御真博物館 2010.11.06 2013.01.03
229 扶安青磁博物館 2011.04.07 ―
230 群山近代歴史博物館 2011.09.30 2015.09.02
231 井邑市立博物館 2012.06.22 2017.03.20
232 群山近代建築館＊ 2013.06.28 2016.05.29
233 大韓民国酒テーマ博物館 2015.10.15 2015.08.20




236 孤山尹善道遺物展示館 1991.03.10 2006.05.19
237 羅州梨博物館 1992.04.20 ―
238 全羅南道農業博物館 1993.09.24 2017.06.19
239 高麗青磁博物館 1997.09.03 ―
240 趙泰一詩文学記念館 2003.09.07 2006.08.25









243 木浦自然史博物館 2004.08.04 ―
244 順天湾自然生態館 2004.11.05 2008.04.16
245 王仁博士記念展示館 2006.04.02 2010.02.18
246 曾島干潟生態展示館 2006.07.27 2012.08.06
247 木浦生活陶磁博物館 2006.08.04 ―
248 韓国天然染色博物館 2006.09.15 ―
249 海南恐竜博物館 2007.04.27 ―
250 全羅兵営城ハーメル記念館 2007.12.03 2011.03.23
251 荷衣 3 島農民運動記念館 2008.04.24 ―
252 筆岩書院遺物展示館 2008.05.26 2012.10.08
253 韓国茶博物館 2010.09.11 2012.06.17
254 光陽歴史文化館 2011.02.25 2013.11.11
255 順天市立根の深い木博物館 2011.11.21 2014.11.21
256 詩文学派記念館 2012.03.05 ―
257 麗水民俗展示館 2012.06.21 2014.07.22
258 順天市キリスト教歴史博物館 2012.11.20 2013.12.05
259 楽安邑城資料館 2012.11.22 2017.03.29
260 白湖文学館 2013.04.13 2014.10.28
261 金大中ノーベル平和賞記念館 2013.06.15 2015.12.24
262 木浦近代歴史館 1 館（木浦近代歴史館 2 館）
2014.03.01
（2006.08） 2016.05.26
263 茶山記念館 2014.07.26 2017.07.04
264 韓国民画ミュージアム 2015.05.02 ―
265 韓国押絵博物館 2016.06.23 ―




268 鄭起龍将軍遺物展示館 1980.05 ―
269 迎日民俗博物館 1983.10.29 1997.04.26
270 安東民俗博物館 1993.06.26 1999.12.29
271 亀尾市立民俗館 1994.02.17 1999.12.29
272 古道博物館 1997.04.27 1999.05.31
273 独島博物館 1997.08.08 ―
274 聞慶石炭博物館 1999.05.20 2009.10.26
275 青松民俗博物館 1999.06.21 2007.11.08
276 雲崗李康秊記念館 2002.04.01 2004.03.23
277 聞慶陶磁器博物館 2002.06.17 2008.06.23
278 慶尚北道森林科学博物館 2004.05.25 2005.11.25
279 清涼山博物館 2004.06.11 ―
280 紹修博物館 2004.09.22 2017.08.25
281 大加耶博物館 2005.04.02 2006.10.23










284 金泉世界陶磁器博物館 2006.04.26 2009.11.05
285 英陽山村生活博物館 2006.09.21 2007.12.31
286 慶山市立博物館 2007.02.09 2015.12.29
287 伝統文化コンテンツ博物館 2007.09.01 ―
288 尚州博物館 2007.11.02 2014.03.31
289 醴泉博物館 2010.05.11 ―
290 尚州東学教堂遺物展示館 2010.10.27 ―
291 尚州自転車博物館 2010.10.27 ―
292 蔚珍鳳坪新羅碑展示館 2011.06.23 ―







295 咸昌明紬博物館 2013.04.18 2014.03.31
296 義城召文国博物館 2013.04.25 ―
297 人参博物館 2013.05.03 2015.11.03
298 清道博物館 2013.12.14 ―
299 青松水石花石博物館 2014.09.03 2017.02.14
300 三聖賢歴史文化館 2015.04.30 2015.12.29
301 軍威郡立崇徳博物館 2015.05.08 1993.11.20
302 漆谷護国平和記念館 2015.10.15 ―




305 城山貝塚遺物展示館 1979.06 1997.07.02
306 居昌博物館 1988.05.20 ―
307 義兵博物館 1993.04.21 ―
308 昌寧博物館 1996.03.02 2012.12.28
309 木綿始培遺址 1997.01.01 2017.12.29
310 昌原市立鎮海博物館 1998.10.31 ―
311 巨済島捕虜収容所遺跡公園 1999.10.15 ―
312 進永文化の家 1999.12.20 2008.01.23
313 固城自然史博物館 2000.07.31 2008.04.25
314 智異山パルチサン討伐展示館 2001.05.06 2017.12.29
315 昌原市立馬山博物館 2001.09.12 ―
316 慶尚南道森林博物館 2001.11.01 ―









319 智異山歴史館 2002.06.03 2005.06.13
320 大成洞古墳博物館 2003.08.29 ―
321 巨済漁村民俗展示館 2003.10.15 ―
322 咸安博物館 2003.10.30 2005.11.15
323 朴津戦争記念館 2004.06.25 2005.08.29
324 南冥記念館 2004.08.18 2017.09.29
325 固城恐竜博物館 2004.11.09 2014.01.24
326 陜川博物館 2004.12.09 ―
327 金海民俗博物館 2005.10.01 2007.07.13
328 固城仮面博物館 2005.12.23 2009.04.15
329 鳳凰洞遺跡貝塚展示館 2006.10.10 2011.05.11
330 山清韓医学博物館 2007.05.04 2017.10.23
331 晋州青銅器文化博物館 2009.06.11 ―
332 南海流配文学館 2010.11.01 2011.10.05
333 山清博物館 2011.04.06 2012.12.28
334 熊川陶窯址展示館 2011.11.23 2012.12.28
335 固城博物館 2012.05.17 2013.08.23
336 昌原歴史民俗館 2012.08.24 2014.08.07
337 梁山市立博物館 2013.04.11 ―
338 統営市立博物館 2013.09.26 2017.02.13
339 咸陽博物館 2014.12.18 2017.02.13
340 朱基徹牧師記念館 2015.07.28 ―
341 河東野生茶博物館 2017.03.20 1992.11.23




344 民俗自然史博物館 1984.05.24 ―
345 済州教育博物館 1995.04.29 ―
346 済州抗日記念館 1997.08.15 ―
347 韓国野球名誉の殿堂 1998.04.28 ―
348 済州牧官衙 2003.01.22 2005.02.04
349 徐福展示館 2003.10.26 2010.11.13
350 済州三陽洞遺跡 2004.01.05 2008.12.09
351 柑橘博物館 2005.02.25 2011.05.03
352 済州 4.3 平和記念館 2008.03.28 2016.03.28






355 金萬徳記念館 2015.05.29 2016.03.28
※ 『2018 全国文化基盤施設総覧』（文化体育観光部、2018、韓国語）に掲載された「公
立博物館」の情報を基に作成した。開館の早い順に並べ替えており、名称と開館年月
日を別途確認し、間違いが確認できたものについては適宜修正した。但し、開館の月
日が不明の場合、記載していない。
※ 「＊」：筆者による追加。
